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黄河の河川流量変動に伴って、黄河が流入する溺海の基礎生産がどのように変動するか
という問題は興味深いが、現地のデータが十分にないために、現在まで研究されていない
(Hayashi et al. , 20061））。
本稿では人工衛星から得られた海色画像を用いて、黄河河川流量変動と激海の海面クロ
ロフィルa変動との関連を調べる。
2.使用データ
解析には、 Lijin（図 1参照）における黄河河川流量データ
(Daily status of Yellow River, the Yellow River Conservancy Commission, 
http://www.yellowriver.gov.cn/other/hhsq/hhsq.asp）と、 SeaWiFSの海色画像を用いた。
SeaWiFSの海色画像解析アルゴ、リズムは、 CaseI水（外洋水）を対象に作られているの
で、懸濁物質（SS:Suspended Sediments）や有色溶存有機物質（CDOM:Colored Dissolved 
Organic Matter）を多く含んだCaseII水（沿岸水）には、そのまま適用することができな
い。そこで、海色画像を画像が撮影された時刻を中心にして、前後 4日間に現地海域で行
われたクロロフィル 3濃度（植物プランクトンが持つ葉緑素の濃度で、植物プランクトン
濃度を表す）の観測データ（図 1に示す各点で得られた）と対応させて、検定直線（図 2)
を描いた。その結果、
Y=l. 87X-7. 59 (1) 
という関係が得られた。ここで、 Xは衛星による推定値、 Yは現場観測値を表す。相関係
数は 0.76である。（1)式によると、衛星画像によって得られ、 CaseI水のアルゴリズムを
使って推定されたクロロフィル a濃度は、現地観測データと比較すると、過大評価になっ
ている。j勃海湾海水中に存在する SSや CDOMが、見掛け上、衛星画像のクロロフィル a濃
度を高めているからである。
以後の解析は、 SeaWiFSの衛星画像により得られたクロロフィル 8濃度データを（1）式の
の検定直線で補正したものを用いて行った。
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